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研究会テーマ：「職業に必要な汎用的能力の育成方法について」 

職業能力開発総合大学校 新井吾朗 

 

１． 趣旨説明： 

近年、21 世紀型スキルなど、これからの社会で万人に必要とされる汎用的な能力の検討

が国を越えて進んでいて、職業資格取得にあたってもこうした汎用的な能力が必要とされ

ています。 

他方で、日本の学校教育・職業教育でも、職業に必要な汎用的能力の育成が不可欠であ

ると言われています。しかし巷には様々な「○○力」が溢れていて、それらの実態や関連、

価値が分かりにくくなっており、なおかつ、こうした能力を育成する具体的な方法も十分

に発展・定着しているとは言い難い状況です。 

今回の研究会は、「職業に必要な汎用的能力の育成方法」に焦点をあてて、各種の教育機

関と企業での汎用的能力の育成を事例報告していただき、それに対する質疑討論を行うこ

ととしています。その主要な目的は、それぞれの教育機関や企業が汎用的能力をどのよう

に捉え、育成し、評価しているのかについて情報共有することです。次のような事項が報

告されることが期待されます。 

汎用的能力のとらえ方：能力の種類、定義、必要性など 

汎用的能力の育成方法：活動を通じて汎用的能力を習得させようとするのか、個々の汎用

的能力を明確にして講義や演習などを通じて習得させるのか。どの

ような活動や演習で、どのような能力を育成しようとしているのか

など 

汎用的能力の評価：試験、行動観察、ポートフォリオ、自己評価など 

 

２． 今後の展開 

この研究会の最終的な目的は、汎用的能力を育成し評価する妥当な方法に関する情報を

充実させ、情報提供することです。 

汎用的な能力は時代に応じて変化するでしょうし、育成、評価の方法も 1 つの方法に限

定されるものではないと思われます。したがってこの研究会は、汎用的な能力に関してど

のような方法があり、それぞれどのような特徴をもっているのかを徐々に整理し、それを

利用する方に情報提供できるよう継続的に活動を続けたいと考えています。 

ご賛同いただける皆さんの積極的な参加を期待します。 
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補足説明： 

（１）汎用的能力育成方法に関する現状への課題意識 

1) 提案されている各種能力間の重複・網羅関係が調整がされていない 

2) 各能力育成の学年進行や学校段階間の関係が調整されていない 

3) 各種能力の育成方法が整理されていない 

顕在化した/隠れたプログラム、一般目標/具体的目標、工学的接近/羅生門的接近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）汎用的能力育成の将来像(想定のひとつ) 

1) 教育機関・社会が共通に認識できる汎用的能力の基準設定 

2) 汎用的能力の技術体系とその他の科目を個別具体に学習する場面と、それらを組み合

わせて現実(モデル)場面に適用する場面を繰り返す学習プログラムの設定 

3) 学年･学校進行に合わせた学習プログラムの設定 

例：数学の授業の中で現実問題に解を出す課題に取り組む。数学、IT、汎用的能力の

個別具体の技術を発揮させる。課題例:地域を維持するバス路線を設定する：人口集

積・年齢状況、施設、停留所間のバス移動時間、バスサイズごとの維持費などを調査

し路線、時刻表、運賃を決定し収支をシミュレーションする。 
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職業に必要な汎用的能力の育成方法について

～ 石川県立大聖寺実業高等学校での場合 ～

平成29年 1月28日（土）発表資料

石川県立大聖寺実業高等学校

黒田 佳恵（くろだ かえ）

本日お伝えしたい内容

１）本校の状況

２）加賀市の状況

３）私が考える目標

「主体的・対話的で深い学び」とは

４）本校での取り組み

①認める工夫 ②伝える工夫 ③つなげる工夫

５）今後の取り組み
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１）本校の状況

・加賀市唯一の実業高校

・生徒の 98％ が加賀市在住

・生徒の 78％ が加賀市、小松市に就職

→ 生徒の多くがその後も地域で生活する

→ 地域の経済を支える人材に

２）加賀市の状況

・総人口約 72,000人

・高齢化率 27.9％（平成22年度）

・第2次産業 35.1％ 従事（平成22年度）

第3次産業 60.0％ 従事

→ 本校で学んだ生徒が加賀市を支える中心に
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３）私が考える目標

・気づく力(主体的な学び)

・仲間と学ぶ力(対話的な学び)

→聞く力、話す力

・考える力(深い学び)

これらをもって加賀市(石川県)を支えてほしい!!

４）本校での取り組み① 認める工夫

ex）1年世界史A とにかく書く、話す

→ 「できた」感覚をもたせる工夫

ノートをとることはできたと回答多い

→ 自己評価

内容の理解：66％→94％

教科が好き：53％→91％
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４）本校での取り組み① 認める工夫

ex）3年現代社会 民主政治の基本理念

フランス革命以前の人々のようすをRP

史実に基づいて原稿を事前に作成

人物A,Bになりきって朗読

最後にAが何と話すか考えて発表

→ 私たちの「当たり前」が当たり前でない!!

４）本校での取り組み① 認める工夫

ex）1年 加賀ふるさと検定

1年全員受検：昨年度 3名 合格

→ 今年度 17名 合格

郷土に関心をもつ + みんなで頑張ると

大変な事もちょっと楽しい
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４）本校での取り組み② 伝える工夫

ex）トゥールミン=モデルの活用

① 事実 ② 主張

③ 理由

４）本校での取り組み③ つなげる工夫

ex）3年 現代社会

日本の福祉問題について学習

→ 加賀市の現状について学習

→ 加賀市民が幸せに生活するためには

どうしたらよいか考えよう

これをどのようにつなげたらよいか…
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４）本校での取り組み③ つなげる工夫

ex）3年 現代社会

加賀市議会議員を招いての意見交換会 開催

市議13名と本校生徒40名が意見交換

テーマ）・加賀市の活性化について

・加賀市の少子化対策について

５）今後の取り組み

・市議会宛に提言発表

・後輩への活動報告

・次年度以降での加賀市との連携強化

ex)ロボレーヴ 小中でのプログラミング教育→高校でも

・他地域での活動学習 etc...

→地域に信頼される県立専門高校のモデルに

ー　8　ー



職業に必要な汎用的能力の
育成方法について

ー専修学校の事例ー
2017年1月28日

関東/東海・北陸地区部会共催金沢研究会 資料

日本工学院専門学校 水田真理

1

目次

1. 学校紹介

2. 専門学校の特質

3. 汎用的能力のとらえ方

4. 汎用的能力の育成方法

5. 汎用的能力の評価

2
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１．学校紹介

日本工学院専門学校（東京都大田区蒲田）

日本工学院八王子専門学校（東京都八王子市）

⇒2016年度は7カレッジ（大学の学部に相当）40学科を設置（全国的
にも珍しい「総合専門学校」）

同一法人内にはこの他に、「東京工科大学」「日本工学院北海道専門
学校」「東京工科大学附属日本語学校」を設置している。

※今回の事例は「専門学校」に限定

3

学科紹介１（2016年度）
○クリエイターズカレッジ

放送・映画科

声優・俳優科

演劇スタッフ科（蒲田のみ）

マンガ・アニメーション科（四年制・二年制）

ゲームクリエイター科（四年制・二年制）

CG映像科（三年制）

○デザインカレッジ

グラフィックデザイン科（三年制）

Webクリエイター科（三年制）

インテリアデザイン科（三年制）

プロダクトデザイン科（三年制）

4

○ミュージックカレッジ

ミュージックアーティスト科

コンサート・イベント科

レコーディングクリエイター科

ダンスパフォーマンス科（蒲田のみ）

○ITカレッジ

ITスペシャリスト科（四年制）

情報処理科

パソコン・ネットワーク科

情報ビジネス科

医療秘書・事務科

診療情報管理士科（三年制）
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学科紹介２（2016年度）
○テクノロジーカレッジ

電子・電気科

機械設計科

ロボット科（八王子のみ）

環境・バイオ科（蒲田のみ）

応用生物学科（八王子のみ）

一級自動車整備科

（八王子のみ・四年制）

自動車整備科（八王子のみ）

建築学科（四年制）

建築設計科

土木・造園科（八王子のみ）

5

○医療カレッジ

鍼灸科（八王子のみ・三年制）

柔道整復科（八王子のみ・三年制）

臨床工学専攻科一年制（蒲田のみ）

○スポーツカレッジ（八王子のみ）

スポーツトレーナー科（三年制・二年制）

スポーツ健康学科（三年制・二年制）

こども学科

２．専門学校の特徴

1. 専門科目比率の高さ
2. 時間制
3. 技術を身につけることを重視

＋
•業界とのつながりを重視（職業実践専門課程）

⇒正規のカリキュラム内で汎用的能力の育成に
力を入れることは難しい。

6
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専門科目比率について

• 専門科目の比率は専門高校が約３０％、大学が約７５％であるのに
対して、本校の各学科の専門科目の平均は約８５％。学科によって
は約９０％が専門科目となる。

• また、特に認定資格取得を目指す学科においては、専門科目の内
容も細かく規定されていることが多い。

7

時間制

• 専門学校を卒業し、専門士の資格を得るためには２年間で１７００時
間の授業時間数が必要となる。

• 認定資格の学科では１８００時間～２０００時間を超えることもある。

→この数字は大学４年間の自学自習の時間を除いた授業時間とほぼ
同じであり、専門学校の授業はかなり厳しい時間割となる。

8
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技術を身につけることを重視

• 技術を身につけることが専門学校の目的であるため、授業内容は実
習・演習の形態をとるものが多い。（本校の職業実践専門課程を取
得している学科の実習・演習科目比率の平均は約５４％）

• また、職業実践専門課程の制度が始まってから、業界と連携した授
業も展開されるようになってきており、その場合も企業からの課題に
答えるなどの実習・演習型の授業が取り入れられることが多い。

9

３．汎用的能力のとらえ方

本校の授業科目表及び担当教員へのヒアリングによると以下の項目
が汎用的能力として挙げられる。

1. 基礎学力

2. 業界理解

3. コミュニケーション・プレゼンテーション

4. ビジネスマナー・一般常識

5. 大学編入向け科目

10
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基礎学力

• 学科の内容を理解するため

• 就職試験に通るため

• 技術の活用方法を考えるため

→特にIT分野やテクノロジー分野で重視される。就職するためにSPI等
が課されることが多く、それに通るための対策が行われる。それ以前
に資格取得に必要な学力が不足している場合には課外で補習が行
われる。

また、IT分野においては身につけた技術をどう活用するかを考える力
の育成も行われている。

11

業界理解

• 各業界の慣習等を理解する

• 業界の変化を学ぶ

→専門学校が目指す業界には特殊なものが多い（マンガや音楽の業
界等）。そこでの仕事の方法などを学ぶことが必要となる。

また、業界の動きは技術革新等で変化していることが多く、その変化
を実感することもこれから業界を目指すために必要となる。

12
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コミュニケーション・プレゼンテーション

• 作品等の成果物のアピール（コンテスト・発表会等）

• チームでの成果を上げる

→クリエイターを目指す分野などでは、作品を制作する技術だけでは
なく、それを伝えることが必要となる。

また、IT分野など会社で働く場合でもチームで仕事をするために必要
とされる。

13

ビジネスマナー・一般常識

• 就職活動において必要とされるもの

• 業界へのインターンシップ、実践的授業では自然と求められる

→ビジネス文書など基礎学力に連動したものや、実習の中で業界関
係者と連絡を取るなど業界理解に関連したものがある。

14
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大学編入向け科目

• 併設校（東京工科大学）への編入制度があり、そのための基礎科目
（数学・物理等）が行われる。

→同一法人内に大学と専門学校をもつ特色を生かした「専門技術＋
学術」の教育を行っており、その科目認定のために必要。

15

４．汎用的能力の育成方法

一般科目の中で行われる就職に向けた知識・スキルの授業以外では、
以下の方法での育成が行われている。

1. 業界関係者の特別講義や演習

2. チャレンジプログラム（放課後の時間を活用した講座）

16
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業界関係者の特別講義や演習

以下の内容がカリキュラムの一部に組み込まれており、それを通じて
業界理解やプレゼンテーション能力の育成を図っている。

• キャリアデザインやビジネススキルなどの一般教育科目

• 特別講義

• 企業課題

• インターンシップ

• イベント出展

17

チャレンジプログラム

• ２０１１年度から実施

• 「専門力＋人間力」を育成する能力と策定し、人間力育成方法を全
学的に検討した

• 当初は基礎学力、ビジネスマナー関係の項目が中心だったが、分野
の多様性から、カレッジ単位で実施されることになり、現在では以下
のような業界理解の項目が中心となっている。

「あすなろ講座」：学校長による現代社会についての講義

「生の声を聞く会」：比較的年齢の近い卒業生を複数人招き、近接領
域も含んだ体験談を座談会形式で聞く

18
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５．汎用的能力の評価

• 一般科目であれば試験で評価

• ビジネスマナー等は資格試験（ビジネス能力検定）を取得することで
評価

• ただし、評価それ自体はほとんど意味をなさないため、就職率や希
望の業界に入ることができたかなどが間接的な評価となる。

19

おわりに

• 今回の事例は専門学校であるため、高等課程や一般課程を含めた
専修学校全体の中の一部である。

• 専門学校は学校数も多く、かつ分野及びカリキュラムも多様であり、
汎用的能力についてのとらえ方も多岐に渡る。

20

ー　18　ー



 

 

170128_ /    

No.1 _  

No.2  

No.3 MAP) 

No.4  

No.5
 

 

ー　19　ー



No.1 

http://www.jeed.or.jp/js/kousotsusya/polytech_co/g
aiyo/polytech_panfu.html  

 

•
2012 3  

•
2014 3  

•
2015 3  

 

 

 

 

 

ー　20　ー



 

 

 

 

 

 

hs/cs  

 

No.4  
No.120_  

 

 

ー　21　ー



 

   

No.1   

No.2   

No.3   

No.4   

No.5   

No.6   

 

 

 

 

 

 

ー　22　ー



No.1  
        

1 
  

 
  

 
  

2 
  

 
  

 
  

3 
  

 
  

 
  

4 
  

 
  

 
  

5 
  

 
  

 
  

6 
  

 
  

 
  

7 
  

 
  

 
  

 

      

 

 

 

ー　23　ー



 

 

 

 

ー　24　ー



 

 

 

 

ー　25　ー



No.1  
        

1 
  

 
  

 
  

2 
  

 
  

 
  

3 
  

 
  

 
  

4 
  

 
  

 
  

5 
  

 
  

 
  

6 
  

 
  

 
  

7 
  

 
  

 
  

 

      

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

1 
2 

3 

 

 

No.2  

ー　26　ー



 

 

No.3  
 

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  
    

  

1 

4 

9 

1 

1 

9 

9 

4 

4 

 

 

 

ー　27　ー



 

 

 
 

 

                    

  

                        

                      

                      

 
 

 
  

No.4  

ー　28　ー



 

 

1 

   

  No.4  

   

2 

   

   

   

3 

   

   

   

No.5  

ー　29　ー



 

 

 

 

ー　30　ー



 
 

 
 

 

A  B  C  

1 

        

2 

        

3 

        

 

 
A  
B

 
C

 

No.6  

 

 

ー　31　ー



 
 

 

 

 

  

 

 

 

ー　32　ー



 

 

 

 

ー　33　ー



 

 

 

  

 

 

ー　34　ー



 

 

A A’  

ー　35　ー



 

 
 

A  A’  B  C  

(1)  

(2) hs/cs  5/12 5/14  

(3)  
 6/2-6/9   8/24   

(4)  
 

6/10-7/29  
 

8/25-9/24  
 

9/4-12/14  

A _ _2 2  
 
A’ _ _1 1  
 
B _ _2 18  
 
C _ _1 17  

 

 

 
   (1)  (2) 

A
 

 1.50 1.63 0.13 3.13 1.63 

hs/cs  1.56 1.53 -0.04 2.43 0.87 

A’
 

 3.00 2.25 -0.75 

hs/cs  2.76 2.40 -0.36 

B
 

 2.26 2.58 0.32 2.92 0.65 

hs/cs  2.31 2.48 0.17 2.76 0.45 

C
 

 2.58 2.46 -0.12 

hs/cs  2.45 2.45 0.00 
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資料 No.5 

「応用課程の考え方」より抜粋 

ヒューマンスキル・コンセプチュアルスキル 

 

①課題発見・分析能力 

 自分たちが置かれている状況の中から、課題（理想的な状態と現実の状態と

のギャップ）を見つけ出し、これを解決する合理的な方法と手順を自ら見つけ

出して提案する能力。 

a)．課題発見力 

状況の中から問題を発見し、抽出し、分析して、課題を形成する能力。 

b)．調査・分析力 

課題を解決するために必要な情報を収集し、分析・評価して合理的な手順や

方法を案出する能力。 

c)．課題解決提案力 

課題を解決するために案出した課題解決の手順や方法を適切に評価（評価基

準を設定し、状況と比較し、決定する）し、提案する能力。 

 

②計画推進力 

課題解決の手順や方法を確実に進めるため、計画を立て、計画通りに達成ま

で導く能力。 

a)．マネジメント力 

課題解決の手順や方法を確実に進めるために、工程・日程・人材・他部門と

の関係・予算・リスク等の観点からプロジェクトを実行する計画を立て、進捗

を調整する能力。 

b)．実践力 

課題解決の手順や方法を確実に進めるために立てた計画を推進する能力。 

c)．リーダーシップ力 

グループのメンバーが目標を共有し役割分担を果たし、フォローしあい、モ

チベーションを維持できるように環境を整える能力。 

 

③組織力 

グループメンバーの意見を取りまとめて課題解決に向けた目的や目標及び手

順や方法について共通の認識を成立させ、各自が与えられた役割を果たし、グ

ループメンバーをフォローしあって、グループのモチベーションを維持できる

能力。 

a)．チームワーク力 

グループのメンバーとして目標を共有し、役割分担して、お互いをフォロー

し、モチベーションを維持する能力。 

b)．コミュニケーション力 

グループのメンバーとして、グループ内外に情報を伝達し、意見を調整して

合意形成を図る能力。 

c)．プレゼンテーション力 

場面の状況に応じて、説明内容を決定し、分かりやすく説明する計画を立て

て、実践できる能力。 

ー　43　ー



研究会テーマ
「職業に必要な

汎⽤的能⼒の育成について」

中村留精密⼯業株式会社

関東・東海・北陸地区部会 共済 ⾦沢研究会プログラム

Company Profile
創業 ：1949年

本社 ：石川県白山市

国内拠点：東京、大阪、名古屋、浜松、北関東

海外拠点：アメリカ、ドイツ、イタリア、フランス、

イギリス、中国、台湾

関連会社：KNT株式会社（韓国）

従業員 ：約450名（正社員）

製品 ：工作機械・光学機械

医療部品の受託加工

輸出比率：約70％

会社概要

機械の開発、設計、生産、販売を、グローバルに行う工作機械メーカー

技術本部 営業本部生産本部 管理本部
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企業としての「職業に必要な汎用的能力」

昨今の激変する世界市場
■市場の変化を敏速に捉え、新たな成長マーケットへのタイムリーな進出
■独自の技術の確立
■知識の融合（情報リテラシーの活用、IOT推進）
■更なるグローバル化 など

改善力考動力 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

当社の特徴
■中堅企業

（専門化と多能工化の併合）
■多品種少量生産スタイル
（顧客ニーズによる個別仕様対応生産）

既成概念だけでは
生き残れない

自己判断する幅が
大きい

自分で考え
自分で行動できる

課題を見つけ
改善していける

相手の状況を正しく把握し、
相手をﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

教育体系

役職者
・本部長
・部長
・課長

一般職
・主査
・主任
・専任
・新入

社員

階層別教育 改善活動 職場内教育 その他

・部署

ごとのグ
ループ
改善活動

・OJT教育
・集合研修
・最新鋭技術
習得勉強会

・資格取得
支援

・MVP制度
・語学研修
（韓国語・
英語）

・社外講習
・ISO関連
・防災訓練
・安全道場

・幹部社員
研修

・管理職
研修

・メンタルヘ
ルス研修

・入社１＆2

年目社員
QC研修

・新入社員
研修

・入社3年目
研修

・中堅社員
研修

・新任課長
研修

管理

方
針
管
理

目
標
管
理

改善
力

考動力

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
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5

当社の人材育成

多角的な教育実施

モチベーションアップ
のための制度構築

・目標管理による個別の課題解決（評価と連動）
⇒課題解決までの道筋をたて、関係部署も巻き込みながら行動を起こし、
PDCAサイクルを遂行する

・入社１年目＆2年目対象に基礎研修実施（座学1か月＋実践活動5か月）
⇒QC手法・ストーリー（プロセス展開）の基本を学ぶ

・全社改善活動の実施（本部ごとの継続的グループ活動）
⇒継続的に行うことで成果を出せる改善体質の育成

企業内教育における、企業として職業に汎用的な能力の育成について

改善力

・新入社員の仮親制度
⇒理解度確認・レポートチェックなど個別サポートの徹底

・若手からのプロジェクトメンバーへの抜擢
⇒環境の異なる場所での課題解決の進め方の育成

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

考動力
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主体性

◆日々の行動の目的化

◆学びの大切さを、
経験による気づきから形成する

⇒自ら学ぶ姿勢（マインド）の形成

教育機関にもとめること

改善力考動力 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
力
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